
事業報告
（2025 年 4月 1日～ 2026 年 3月 31 日）

１．全国児童養護施設助成事業（全国児童養護施設総合寄付サイト）
　　全国児童養護施設総合寄付サイトを通じて寄せられたご寄付を活用し、児童養護施設等を卒園する子どもたちが
　　安心して新生活をスタートできるよう支援を実施しました。2025 年度は、全国 560 施設・1,960 人の卒園予定者
　　へ生活費や生活用品購入費等の一部を助成しました。全国の施設や卒園生からは、「新生活への大きな支えになっ
　　た」「安心して進学・就職を迎えることができた」といった多くの声が寄せられています。

２．あしながサンタ事業
　　児童養護施設で暮らす子どもたちへクリスマスプレゼントを届ける「あしながサンタ事業」を実施しました。
　　2025 年度は、全国 47 都道府県 142 施設・6,522 人の子どもたちへクリスマスプレゼント購入費を助成しました。
　　全国の皆様から寄せられた温かいご支援により、多くの子どもたちへ笑顔あふれるクリスマスを届けることがで
　　きました。

３．オレンジの羽根募金事業
　　児童養護施設や社会的養護への理解促進を目的に、「オレンジの羽根募金」を全国で展開しました。2025 年度は
　　56,408 人が「オレンジの羽根宣言」に参加しました。また、3月の「オレンジの羽根募金月間」では、多くの著
　　名人の皆様のご協力のもと啓発動画を公開し、YouTube・Instagram・Facebook・Xを合わせて 302,722 回の閲
         覧を記録するなど、児童養護施設の現状や支援の必要性を全国へ発信しました。

　　3-1　児童養護施設ボランティアサポート事業
　　 　　 児童養護施設を支援するボランティア団体及び支援団体の活動を支援しました。2025 年度は、公募及び選
                   考委員会による審査を経て、29 団体へ助成を実施しました。

　　3-2　企業求人サイト「もっち～ナビ」事業
　　　　  児童養護施設の在園児及び卒園生と企業をつなぐ就労支援サイト「もっち～ナビ」を運営しました。2025
                   年度末時点で掲載企業 237 社、新たに 39 社の企業が登録され、子どもたちの就労機会の創出と自立支援に
                   取り組みました。

　　3-3　日本子ども未来展（絵画展）事業
　　      　児童養護施設で暮らす子どもたちの表現活動を支援しました。2025 年度は、全国 51 作品の応募があり、
                   金賞 1作品、銀賞 2作品、銅賞 10 作品を選出するとともに、受賞施設への表彰を行いました。

　　3-4　全国児童養護施設スポーツ教育事業
　　　　  スポーツを通じた健全育成と交流を目的にスポーツ交流事業を開催しました。2025 年度は、20 施設・403
                   人の子どもたちが参加し、プロ選手との交流を通じて貴重な体験の機会を提供しました。

　　3-5　野外活動教育サポート事業
　　          自然体験や集団活動を支援するため公募を実施しましたが、2025 年度は応募がなく助成実施には至りません
                  でした。事業検証の結果、本事業は 2025 年度をもって終了し、今後はより効果的な支援事業へ資源を集中し
                  てまいります。
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４．全国児童養護施設訪問調査
         全国の児童養護施設を訪問し、現場の課題や支援ニーズの把握に取り組みました。2025 年度は、全国 35 施設を
         訪問し、施設職員の皆様から直接ご意見を伺いました。現場からいただいた声は、助成制度の改善や新たな支援
        事業の検討など、今後の事業運営へ活かしています。

５．組織基盤強化への取組
         2026 年 4 月の公益財団法人楽天未来のつばさとの吸収合併に向けた準備を進め、支援体制のさらなる強化に取り
         組みました。両法人がこれまで培ってきた知見や支援実績を融合することで、児童養護施設で暮らす子どもたち
         や卒園生への支援をさらに充実させる基盤を整えました。

６．法人運営体制の充実
        公益財団法人として、透明性と適正性の高い法人運営に努めました。外部役員の専門的知見を活かしたガバナン
        ス体制の充実を図るとともに、理事会・評議員会・監事監査を通じて適正な法人運営を推進し、社会から信頼さ
        れる公益財団法人を目指しています。

７．終わりに
         2025 年度も、多くの企業・団体・個人の皆様をはじめ、児童養護施設の職員の皆様、行政・関係機関の皆様など、
        本当に多くの方々のお力添えをいただき、全国の児童養護施設で暮らす子どもたちや卒園生へ支援を届けることが
        できました。皆様からお寄せいただいた温かいご支援、ご協力、そして現場から届けられる貴重な声の一つひとつ
         が、私たちの活動を支え、新たな支援を生み出す原動力となっています。心より感謝申し上げます。

          そして、2026 年 4月 1日には、公益財団法人楽天未来のつばさとの吸収合併が完了し、新たに返済不要の奨学金
          事業「未来のつばさ」がスタートしました。これにより、児童養護施設を巣立つ若者たちの進学を支える新たな
          支援が加わり、生活支援から進学、自立までを見据えた継続的な支援が可能となりました。

          私たちが目指しているのは、子どもたちを支援することだけではありません。子どもたちが将来、自らの夢や希望
         を実現し、その経験が次の世代へと受け継がれていく「希望の循環」を社会全体で育んでいくことです。その実現
         には、一つの団体だけではなく、企業、団体、行政、児童養護施設、地域の皆様、そして応援してくださる一人ひ
         とりの力が欠かせません。

          これからも「現場から生まれる支援」を大切にしながら、子どもたち一人ひとりに寄り添い、全国の皆様とともに
          支援の輪を広げ、日本の未来を担う子どもたちが希望を持って歩める社会の実現に取り組んでまいります。

           皆様のご支援は、子どもたちの今日を支え、未来をつくる大きな力となります。これからも、ともに子どもたちの
           未来を育み、誰もが希望を持って暮らせる社会を築いていけますよう、変わらぬご支援とご協力を心よりお願い申
           し上げます。

公益財団法人　日本児童養護施設財団
職員一同







監査と情報公開
日本児童養護施設財団では、監事による会計及び業務全体の監査を実施するとともに、外部の独立した税理士
による会計内容の確認を受け、適正な会計処理と透明性の確保に努めています。また、会計報告の概要につい
ては、財団ホームページにて公開し、寄付者の皆様、支援企業、行政関係者、施設関係者の皆様に対して、
分かりやすい情報公開を行っています。


